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凡
例

一�

、
収
録
し
た
論
考
は
、
最
初
に
公
表
し
た
と
き
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
文
章
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
句
読
点
を

増
や
し
た
り
、
表
現
を
変
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
論
旨
は
変
え
て
い
な
い
。
も
と
の
論
考
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
評
価
や
解
釈
が
適

切
で
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、【
付
記
】
で
指
摘
し
て
い
る
。

一�

、
引
用
史
料
は
、
論
考
執
筆
の
時
に
参
照
し
え
た
市
町
村
史
や
刊
本
を
な
ど
を
記
し
て
い
た
が
、
現
時
点
で
の
参
照
の
便
宜
を
考
え
て
、

で
き
る
限
り
『
福
井
県
史
』
資
料
編
に
よ
る
こ
と
に
し
た
。
文
書
名
は
、
も
と
の
市
町
村
史
や
刊
本
の
題
名
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、『
福
井
県
史
』
資
料
編
の
文
書
名
と
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
『
福
井
県
史
』
資
料
編
は
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

　
　
　

県
資
①
＝
『
福
井
県
史
』
資
料
編
１ 

古
代

　
　
　

県
資
②
＝
『
福
井
県
史
』
資
料
編
２ 

中
世

　
　
　

県
資
③
＝
『
福
井
県
史
』
資
料
編
３ 

中
・
近
世
一
（
福
井
市
）

　
　
　

県
資
④
＝
『
福
井
県
史
』
資
料
編
４ 

中
・
近
世
二
（
吉
田
郡
・
坂
井
郡
）

　
　
　

県
資
⑤
＝
『
福
井
県
史
』
資
料
編
５ 

中
・
近
世
三
（
鯖
江
市
・
丹
生
郡
）

　
　
　

県
資
⑥
＝
『
福
井
県
史
』
資
料
編
６ 

中
・
近
世
四
（
武
生
市
・
今
立
郡
・
南
条
郡
）

　
　
　

県
資
⑦
＝
『
福
井
県
史
』
資
料
編
７ 

中
・
近
世
五
（
大
野
市
・
勝
山
市
・
足
羽
郡
・
大
野
郡
）

　
　
　

県
資
⑧
＝
『
福
井
県
史
』
資
料
編
８ 

中
・
近
世
六
（
敦
賀
市
・
三
方
郡
）
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県
資
⑨
＝
『
福
井
県
史
』
資
料
編
６ 

中
・
近
世
七
（
小
浜
市
・
遠
敷
郡
・
大
飯
郡
）

　

�　

ま
た
『
福
井
県
史
』
資
料
編
に
お
け
る
個
別
の
家
や
寺
社
の
文
書
は
、
西
野
次
郎
兵
衛
家
文
書
、
西
福
寺
文
書
、
大
滝
神
社
文
書
の

よ
う
に
「
～
（
家
）
文
書
」
と
称
し
て
い
る
が
、
本
書
で
は
こ
の
「（
家
）
文
書
」
の
部
分
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

一
、
中
世
の
越
前
の
郡
は
複
雑
で
、
そ
の
郡
域
を
確
定
し
が
た
い
た
め
、
近
世
の
郡
名
を
用
い
た
。

序
章
　
朝
倉
氏
の
戦
国
大
名
化
と
名
・
内
徳
に
つ
い
て

第
一
節　

朝
倉
孝
景
の
地
位

　

こ
こ
で
は
、
本
論
の
理
解
の
助
け
と
す
る
た
め
、
朝
倉
氏
の
戦
国
大
名
化
に
つ
い
て
の
補
足
的
な
考
察
を
行
い
、
次
い
で
越
前
の
在
地

社
会
を
特
徴
づ
け
た
名
と
内
徳
に
つ
い
て
の
概
論
を
述
べ
る
こ
と
で
、
序
章
に
代
え
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
朝
倉
氏
が
守
護
家
以
外
の
家
と
し
て
、
日
本
で
最
初
に
一
国
を
支
配
す
る
戦
国
大
名
と
な
り
え
た
背
景
と
そ
の
実
態
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
に
は
、
越
前
守
護
家
で
あ
る
斯
波
氏
の
家
臣
団
の
特
徴
と
内
紛
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
南
北
朝

期
に
お
い
て
、
斯
波
氏
の
家
臣
団
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
譜
代
家
臣
の
島
田
・
二
宮
・
細
川
（
完か
ぐ
さ草

）・
由ゆ

宇う

・
長
田
ら
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
、
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
に
守
護
斯
波
高
経
が
軍
忠
の
あ
っ
た
東
方
百
姓
の
今
年
の
年
貢
三
分
一
を
免
除
せ
よ
と
命

じ
て
い
る
嶋
田
平
内
兵
衛
尉
は
（
１
）、
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
に
坂
井
郡
川
口
荘
に
乱
入
し
た
「
守
護
代　

平
内
太
郎
」
と
同
一
人
と
判
断

さ
れ
（
２
）、
守
護
代
は
譜
代
家
臣
嶋
田
氏
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
第
Ⅱ
部
第
二
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け

て
斯
波
氏
が
獲
得
し
た
越
中
・
信
濃
・
加
賀
に
お
い
て
、
斯
波
義
種
系
庶
子
家
が
守
護
（
守
護
代
）
と
な
っ
た
場
合
に
は
二
宮
氏
が
守
護

代
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
守
護
代
や
郡
代
も
、
越
中
の
由
宇
又
次
郎
（
３
）や
細
川
安
芸
太
郎
（
４
）、
若
狭
の
細
川
（
完
草
）
上
総
介
義

春（５
）な
ど
に
お
い
て
も
、「
義
種
系
庶
子
家
と
譜
代
家
臣
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
み
ら
れ
る
。
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そ
う
し
た
な
か
で
、
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
七
月
に
斯
波
義よ
し

将ゆ
き

の
近
習
と
し
て
甲
斐
教
光
が
み
え
て
く
る
（
６
）。

彼
は
や
が
て
、
永
徳
三

年
（
一
三
八
三
）
に
は
坂
井
郡
川
口
荘
に
関
す
る
守
護
義
将
の
命
令
を
受
け
た
遵
行
状
と
み
ら
れ
る
文
書
を
出
し
て
お
り
（
７
）、
こ
の
こ
ろ
に

は
守
護
代
の
地
位
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
に
甲
斐
教
光
が
頓
滅
し
た
時
に
は
、
義
将
の
「
家
人
執
事
」

と
称
さ
れ
て
い
る
（
８
）。
こ
う
し
て
、
室
町
期
に
は
譜
代
家
臣
に
代
わ
っ
て
甲
斐
氏
が
最
上
位
の
地
位
に
就
い
た
。
後
に
斯
波
氏
の
「
内
者
三

人
」
と
呼
ば
れ
る
（
９
）甲

斐
・
織
田
・
朝
倉
の
三
宿
老
の
地
位
が
確
立
す
る
時
代
は
明
確
で
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
斯
波
氏
の
実
権
は
譜

代
家
臣
に
代
わ
っ
て
台
頭
し
た
三
宿
老
が
握
っ
た
。
既
に
河
村
昭
一
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
甲
斐
教
光
の
子
将
教
の
所
領
は
将
軍

義
満
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
、
ま
た
正
月
な
ど
に
将
軍
が
甲
斐
氏
の
家
を
訪
問
す
る
こ
と
が
恒
例
化
し
て
お
り
、
甲
斐
氏
は
将
軍
と
の
結
び

教
景

（
三
代
略
）

高
景

朝
倉
広
景

孝
景（
英
林
）景

職
景
豊

景
冬
慈
視
院
光
玖

経
景

氏
景

貞
景

景
紀

景
隆

景
健

教
景（
宗
滴
）

景
儀
教
景（
以
千
）

景
総

孝
景（
宗
淳
）

義
景

景
鏡

景
延
景
紀
景
高

景
恒

景
垙

図１　朝倉氏系図

つ
き
も
深
か
っ
た（（（
（

。

　

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
斯
波
氏
庶
子
家
と
譜
代
家
臣
は
、
南
北
朝
期
以
降
に
斯
波
氏
が
獲
得
し
た
信
濃
・
越
中
・
加
賀
・
若
狭
の
守

護
・
守
護
代
・
郡
代
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
活
躍
の
場
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
そ
れ
ら
の
国
の
守
護
職
は
他
家
に
移
り
、
最
後
の

加
賀
も
応
永
二
一
年
（
一
四
一
四
）
に
失
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
庶
子
と
結
ぶ
譜
代
層
の
不
満
は
三
宿
老
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
対

立
が
深
ま
っ
た
。
享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
に
直
系
の
絶
え
た
斯
波
氏
惣
領
家
は
、
義
種
系
庶
子
家
か
ら
入
っ
た
義
敏
が
跡
を
継
ぐ
。
は

じ
め
は
平
穏
で
あ
っ
た
が
、
譜
代
家
臣
た
ち
に
後
押
し
さ
れ
た
義
敏
と
守
護
代
甲
斐
常
治
の
対
立
が
激
し
く
な
り
、
長
禄
二
年
（
一
四
五

八
）
三
月
に
甲
斐
氏
の
守
護
代
の
地
位
は
認
め
る
が
、
義
敏
方
の
家
臣
の
所
領
は
も
と
の
ご
と
く
安
堵
す
る
こ
と
で
和
平
が
な
っ
た（（（
（

。
し

か
し
、
七
月
に
は
越
前
に
お
い
て
合
戦
が
始
ま
り
、
研
究
者
は
こ
れ
を
「
長
禄
合
戦
」
と
称
す
る
。

　

長
禄
合
戦
は
甲
斐
氏
を
は
じ
め
と
す
る
三
宿
老
と
守
護
義
敏
と
の
戦
い
で
、「
主
従
の
合
戦
未
曾
有
の
次
第
也
」
と
称
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

は
じ
め
は
甲
斐
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
越
前
の
最
有
力
国
人
堀
江
利
真
が
守
護
義
敏
方
と
な
り
、
越
前
を
制
圧
す
る
。
し
か
し
、
将
軍

が
甲
斐
常
治
を
支
援
し
、
ま
た
朝
倉
孝
景
の
奮
戦
も
あ
っ
て
翌
長
禄
三
年
八
月
に
甲
斐
方
が
勝
利
し
た
。
守
護
職
は
義
敏
の
子
の
松
王
丸

が
継
い
だ
が
、
そ
れ
も
廃
さ
れ
て
、
渋
川
家
か
ら
入
っ
た
義
廉
が
守
護
と
な
っ
た
。
長
禄
合
戦
に
よ
り
、
惣
領
家
を
支
え
る
庶
子
家
と
そ

れ
を
支
え
た
譜
代
層
が
打
撃
を
受
け
た
た
め
、
守
護
職
の
権
威
は
低
下
し
た
で
あ
ろ
う
。
代
わ
り
に
、
朝
倉
孝
景
の
地
位
は
強
め
ら
れ
た
。

　

寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
四
月
、
尾
張
守
護
の
斯
波
義
廉
は
幕
府
料
所
の
青
山
荘
に
勘
料
段
銭
を
賦
課
し
、
守
護
代
織
田
氏
が
放
火
す

る
な
ど
の
濫
妨
に
及
ん
だ
。
幕
府
の
制
止
も
効
果
が
な
か
っ
た
た
め
、
幕
臣
の
伊
勢
貞
藤
の
書
状
で
朝
倉
孝
景
に
違
乱
を
停
止
す
る
よ
う

依
頼
し
て
い
る（（（
（

。
孝
景
に
依
頼
す
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
幸
い
其
方
御
奉
公
の
事
に
候
間
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
「
御
奉
公
」
は
文
脈
か
ら
し
て
孝
景
の
将
軍
へ
の
奉
公
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
甲
斐
氏
と
同
じ
く
孝
景
も
将
軍
と
の
結
び
つ
き
を
持
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っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
守
護
義
廉
か
ら
一
定
程
度
の
自
立
性
を
持
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
守
護
の
地
位
に
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
到
底
な
く
、
守
護
を
左
右
し
う
る
の
は
あ
く
ま
で
将
軍
で
あ
っ
た
。
孝
景
た
ち
が
排
除
し
た
斯
波
義
敏
は

地
位
回
復
運
動
を
続
け
、
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
八
月
に
越
前
守
護
な
ど
に
任
命
さ
れ
た
。
幸
い
と
い
う
べ
き
か
、
義
敏
は
直
後
に
起

こ
っ
た
文
正
の
政
変
に
よ
り
越
前
守
護
職
を
失
う
の
で
、
孝
景
が
守
護
義
敏
と
の
関
係
で
悩
む
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
守
護
を
左
右
す
る
の
は
将
軍
で
あ
る
こ
と
を
孝
景
は
深
く
認
識
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

応
仁
の
乱
に
お
い
て
、
孝
景
は
義
廉
の
も
と
で
西
軍
と
し
て
活
動
し
た
。「
朝
倉
家
記
」
所
収
文
書
に
よ
り
、
東
軍
の
細
川
勝
元
な
ど

が
既
に
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
九
月
か
ら
孝
景
を
東
軍
に
寝
返
ら
せ
る
工
作
を
始
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（（（
（

。
東
軍
と
孝
景
の
交
渉

は
、
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
五
月
二
一
日
付
け
将
軍
義
政
御
内
書
の
「
越
前
国
守
護
職
事
、
任
望
申
之
旨
訖
」
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
、

一
応
の
決
着
が
つ
く
（
朝
倉
家
記
所
収
一
四
号
）。
孝
景
の
要
求
は
、
東
軍
の
交
渉
担
当
者
の
書
状
で
は
「
今
度
被
申
条
々
」「
御
所
存
之

趣
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
が
（
同
、
七
・
八
号
）、
内
容
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
後
の
孝
景
発
給
文
書
や
そ
の

後
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
と
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
に
朝
倉
氏
と
斯
波
氏
と
の
間
で
起
こ
っ
た
相
論
に
お
け
る
朝
倉
氏
側
の
主
張
な

ど
か
ら
推
定
が
試
み
ら
れ
て
き
た（（（
（

。
本
節
の
冒
頭
に
記
し
た
最
初
の
戦
国
大
名
と
し
て
の
朝
倉
氏
と
い
う
観
点
か
ら
、
改
め
て
整
理
し
て

お
き
た
い
。

　

孝
景
が
将
軍
義
政
か
ら
認
め
ら
れ
た
第
一
の
基
本
的
な
も
の
は
、
奉
公
衆
と
し
て
の
将
軍
直
属
身
分
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
長
享
元
年

の
相
論
で
朝
倉
側
が
、
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
一
一
月
に
将
軍
義
詮
が
朝
倉
高
景
に
越
前
の
所
領
を
宛
行
っ
た
文
書
な
ど
を
提
示
し

（
同
、
三
三
号
）、
主
張
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
斯
波
氏
も
認
め
て
お
り
、
た
だ
そ
の
身
分
を
世
襲
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
同
、
三
〇
号
）。
長
享
元
年
に
朝
倉
側
は
、
孝
景
の
子
の
氏
景
が
将
軍
義
政
に
拝
謁
し
た
時
の
こ
と
を

「
准
奉
公
、
懸
御
目
」
と
表
現
し
て
お
り
、
奉
公
衆
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
奉
公
衆
待
遇
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
奉
公
衆
と
し
て
の
身

分
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
よ
り
も
斯
波
氏
と
の
主
従
関
係
を
断
ち
切
る
た
め
で
あ
っ
た
。
長
享
元
年
の
相
論
で
、
斯
波
義
寬
（
義よ
し

良す
け

よ
り
改
名
）
が
「
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
こ
ろ
ま
で
は
孝
景
の
軍
忠
は
斯
波
氏
を
経
て
細
川
勝
元
に
披
露
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
た
の

に
対
し
、
朝
倉
側
の
慈
視
院
光
玖
の
提
出
し
た
書
付
は
、「
勝
元
の
没
す
る
文
明
五
年
ま
で
は
軍
忠
は
勝
元
に
直
接
伝
え
て
い
た
」
と
強

く
反
発
し
て
い
る
（
同
、
三
〇
号
）。
こ
れ
は
将
軍
直
属
身
分
を
強
調
し
、
斯
波
氏
と
主
従
関
係
は
な
い
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
孝
景
の
将
軍
直
属
の
地
位
は
確
固
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
不
安
定
な
側
面
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
孝
景
は
細
川
勝
元
に

軍
忠
を
直
接
伝
え
る
と
共
に
、
斯
波
義
敏
の
子
義
良
に
も
合
戦
の
様
子
を
伝
え
て
い
た
。「
朝
倉
家
記
」
所
収
文
書
に
は
、
孝
景
が
伝
え

た
越
前
合
戦
の
状
況
に
対
す
る
斯
波
義
敏
の
父
持
種
（
道
顕
）
に
よ
る
文
明
三
年
八
月
と
閏
八
月
の
返
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
同
、
一

九
・
二
〇
号
）。
そ
の
説
明
と
し
て
「
英
林
（
孝
景
）
書
付
」
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
義
良
は
ま
だ
幼
少
で
は
あ
る
が
、

孝
景
と
し
て
は
「
大
切
存
知
候
間
」（
大
切
に
思
っ
て
い
た
の
で
）
合
戦
の
様
子
を
伝
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
我
々
と
し
て
義
良
に
「
不
儀

（
義
）」
は
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
光
玖
書
付
に
よ
れ
ば
、
細
川
勝
元
没
（
文
明
五
年
五
月
）
後
は
、
勝
元
の
子
政
元
が
ま

だ
幼
少
で
あ
っ
た
の
で
、
軍
忠
は
斯
波
氏
（
持
種
・
義
敏
・
義
良
）
を
介
し
て
将
軍
に
伝
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
続
け
て
「
其
儘

任
運
て
家
督
之
覚
悟
を
も
可
成
候
処
」（
解
釈
は
後
述
）、
文
明
六
年
一
二
月
に
甲
斐
氏
が
東
軍
と
な
り
、
翌
七
年
四
月
に
義
敏
が
敵
方
の

大
野
土
橋
城
に
入
っ
た
た
め
、
義
敏
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
先
に
引
用
し
た
箇
所
で
、
光
玖
書
付

の
い
う
「
家
督
」
と
は
、
長
禄
三
年
に
甲
斐
氏
や
孝
景
た
ち
が
「
於
義
敏
者
、
子
々
孫
々
不
可
用
家
督
之
義
連
署
仕
」
っ
た
と
あ
る
よ
う

に
、
主
君
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
同
、
三
〇
号
）。
し
た
が
っ
て
、
引
用
箇
所
は
「
斯
波
氏
を
介
し
て
の
軍
忠
披
露
が
こ
の
ま

ま
続
け
ば
、
斯
波
氏
を
主
君
と
す
る
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、
斯
波
家
臣
に
戻
る
こ
と
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